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市の人口　10月1日現在　●総人口 49,428人(前月比＋3)　●男 24,929人(前月比＋8)　●女 24,499人(前月比－5)　●世帯数 21,747世帯(前月比＋5)

手提げエコバッグ

広報サポーター　松村 正さん

このコーナーでは、元気な亀山っ子の写真を
募集しています。掲載を希望する人は、
広報秘書グループ（☎84－5021）へご連絡ください。

　新聞紙で作った手提げのエコバッグがスーパーの
レジ近くに折り畳んで置かれています。店の人に尋
ねると、「お客様が持って来てくれます。無料なので、
使ってください。何回か使用して破れたりした場合
は、資源ごみとして出してください」と元気な声で
答えてくれました。レジ袋を買わなくても収まりが
良く、繰り返し使えると感じる丈夫な作りです。しか
し、重いものや突起物、水気のあるものを入れる場合
には要注意です。
　新所地区「中木戸いきいきサロン」の手作りと貼り

紙があったため、会
員の草川美幸さんに
伺ってみました。「環
境問題に取り組む高
校生たちが、新聞紙
で作ったエコバッグ
をスーパーに置いた

ら好評だったという新聞記事を読み、私たちのサロン
でも、地域のためにボランティアでやってみようと思
い始めました」、と作り始めた経緯を聞けました。
　作り方を尋ねると、「作り方は簡単で、新聞紙３枚
を重ねてのりで貼って封筒のように折ります。あと
は細く丸めた取っ手を取り付けて出来上がりです。
手掛けて半年ほどで200個程度提供できました。多
くの人に使ってもらえれば嬉しいです」と教えてく
ださり、「外出できなくても自宅で気軽に作れます。
手や指を使うので、脳の活性化にもなります」とコロ
ナ禍のおうち時間を有効利用していることも聞けま
した。このような毎
日の小さな積み重
ねが、石油資源の節
約などにつながっ
ているのだと感じ
ました。
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すくすく元気に育ってね！
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いっぱい食べて、いっぱい遊んで、いっぱい寝てね！


